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生後 2 日目、 4 日目、 8 日目、 12 日目、 3 週齢、 6 週齢のマウス小脳及び海馬歯状回を用い、 1 ，869 個の遺伝子の





次いで、生後 4 日、 8 日、 12 日、 3 週目のマウス小脳の凍結切片より、分化の程度の異なる頼粒細胞層をそれぞれ
Laser Capture Microdissection により切り出し、時間的空間的に分類された 12 種類の細胞集団における遺伝子発現
量を測定した。生後小脳で、発現している遺伝子 450 個についてその発現レベルを測定し主成分分析を行った結果、頼
粒細胞の分化には時間的に発現の変化する遺伝子の割合が多いことが示された。さらに、発現解析を行った遺伝子の
全長 ORF のクローニングを試み、完全長のクローンを得ることができた 374 個の遺伝子について CellTransfection 
Array による機能解析を行った。クローンをそれぞれ PC12 細胞に導入し、神経突起伸長の誘導及び細胞増殖への影












発し、 400 個近くの遺伝子の PC12 における神経伸長活性と細胞増殖促進活性を調べた。その結果、 10 個以上に活性
があることを発見すると同時に、上記の遺伝子発現遺伝子機能連関を確認した。発現プロファイル解析とハイスルー
プットの遺伝子機能解析を組み合わせた研究はこれまでになく、当分野の発展に大きく寄与すると考えられる。
よって、本論文は、博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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